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般

質

問

し
て
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象

を
緩
和
す
る
効
果
も
あ
る
。
モ

デ
ル
導
入
を
図
れ
な
い
か
。

　

２
年
ほ
ど
前
に
、
あ
る

住
宅
を
見
学
し
た
が
省
エ
ネ
住

宅
と
し
て
良
い
と
思
う
。

　

今
年
度
国
交
省
で
実
証
実
験

す
る
と
聞
い
て
お
り
、
活
用
に

つ
い
て
は
こ
れ
を
踏
ま
え
て
今

き
課
題
で
あ
る
。
保
護
観
察

所
・
法
務
局
と
の
連
携
の
中
で

努
力
す
る
。

　

就
労
支
援
の
大
き
な
柱
は

協
力
雇
用
主
で
あ
る
。
行
政
も

新
た
な
開
拓
に
関
与
で
き
な
い

か
。　

関
係
機
関
と
連
携
し
な

が
ら
対
策
を
模
索
す
る
。

後
情
報
収
集
し
て
い
き
た
い
。

　

防
災
計
画
を
こ
れ
ま
で
の

20
㎞
圏
か
ら
30
㎞
圏
に
拡
大

し
、
練
り
直
す
修
正
要
請
が
出

た
。
対
象
も
１
４
３
人
か
ら

６
３
８
７
人
と
、
ほ
ぼ
美
山
町

　

大
規
模
災
害
発
生
時
、
災

害
弱
者
に
は
福
祉
避
難
所
が
必

要
不
可
欠
に
な
る
。
事
前
に
指

定
し
、
準
備
す
る
こ
と
が
大
切

だ
が
。

　

災
害
時
要
援
護
者
避
難

支
援
プ
ラ
ン
作
成
の
中
で
、
福

全
域
に
な
る
。
住
民
へ
の
伝
達

方
法
や
避
難
誘
導
、
医
療
体

制
、
避
難
住
民
の
受
入
れ
施
設

の
確
保
な
ど
は
。

ま
た
、
災
害
用
備
蓄
物
資
に

女
性
、
乳
幼
児
、
高
齢
者
、
障

が
い
者
等
の
要
望
や
、
計
画
策

定
に
女
性
の
意
見
が
反
映
さ
れ

て
い
る
の
か
。

祉
避
難
所
の
位
置
づ
け
を
行

う
。

　

原
発
事
故
で
府
は
Ｅ
Ｐ
Ｚ

を
暫
定
20
㎞
に
拡
大
し
、
国
の

原
子
力
委
員
会
は
Ｕ
Ｐ
Ｚ
を
30

㎞
圏
に
拡
大
す
る
方
針
で
あ

る
。
本
市
の
取
り
組
み
は
。

　

関
西
電
力
が
、
今
冬
、
府

な
ど
に
10
％
以
上
の
節
電
要
請

を
し
て
い
る
。
東
京
都
内
の
オ

フ
ィ
ス
ビ
ル
の
空
調
シ
ス
テ
ム

で
、
地
中
熱
に
切
り
替
え
た
方

が
空
気
熱
の
時
よ
り
電
力
消
費

量
が
年
平
均
49
％
削
減
で
き

た
。ま

た
、
夏
場
の
メ
リ
ッ
ト
と

　

犯
罪
者
の
改

善
更
生
は
「
地
域

の
力
」
や
社
会
全

体
の
協
力
が
必
要

だ
が
行
政
に
よ
る

直
接
的
就
労
支
援

も
肝
要
で
あ
る
。

行
政
の
対
応
は
。

　

検
討
す
べ

行
政
も
そ
の
責
任
と
認
識
を
有
す
る

罪
を
犯
し
た
者
の
更
生
に
行
政
支
援
を

市長

橋本

　

今
年
度
内
に
、

地
域
防
災
計
画
の
中
で

原
子
力
発
電
所
防
災
対

策
編
を
作
成
す
る
。
災

害
弱
者
へ
の
対
応
も
大

き
な
課
題
で
あ
り
、
避

難
計
画
に
つ
い
て
も
立

案
に
向
け
調
整
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　

国
・
府
・
他
府
県
と
連

携
す
る
中
、
整
合
性
を
持
っ
た

形
で
計
画
す
る
。

　

東
日
本
大
震
災
・
台
風
12

号
に
は
驚
か
さ
れ
た
。
防
災
計

画
の
再
検
証
は
ど
う
か
。

　

関
係
防
災
機
関
と
現
状

の
計
画
見
直
し
を
検
討
す
る
。

　

子
ど
も
の
豊
か
な
感
性
や
、

学
力
を
育
む
た
め
に
は
環
境
整

備
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
が
。

　

今
年
度
内
に
基
本
的

な
考
え
方
を
ま
と
め
る
。

　

避
難
場
所
は
、
安
全
で
確

実
に
避
難
で
き
る
場
所
を
指
定

す
る
べ
き
で
、
早
急
に
福
祉
避

難
所
が
必
要
で
あ
る
。
要
援
護

者
支
援
台
帳
へ
の
登
録
は
改
善

さ
れ
て
い
る
の
か
。

を
踏
ま
え
、
と
も
に
活
動
を
続

け
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。
男

女
共
同
参
画
の
行
動
計
画
に
つ

い
て
も
、
実
効
性
の
あ
る
も
の

に
な
る
よ
う
に
努
力
す
る
。

　

今
、
地
域
に
根
差
す
女
性

組
織
が
必
要
と
考
え
る
が
。

　

女
性
が
中
心
的
な
役

割
を
果
た
す
活
動
が
、
自
主

的
・
主
体
的
に
、
し
か
も
楽
し

み
な
が
ら
取
り
組
ま
れ
、
幅
広

い
世
代
の
女
性
が
集
え
、
活
動

が
活
発
化
す
る
よ
う
に
主
体
性

を
尊
重
し
、
意
義
あ
る
活
動
に

支
援
を
続
け
る
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実

現
の
た
め
に
、
女
性
組
織
と
行

政
が
積
極
的
に
連
携
し
、
女
性

だ
け
で
な
く
男
性
も
一
緒
に

な
っ
て
活
動
す
る
べ
き
で
は
。

　

行
政
の
責
任
を
、
も
う

一
度
再
確
認
す
る
中
で
、
男
女

が
同
一
の
認
識
を
持
ち
、
今
の

社
会
情
勢
の
変
化
に
伴
う
課
題

連
携
を
強
め
、
市
経
済
の
振
興
を
図
る

企
業
活
動
に
積
極
的
な
支
援
を

市長

　

早
期
の
耐
震

化
に
努
力
し
、
地
元

の
皆
さ
ま
の
要
望
を

含
め
て
安
全
対
策
に

取
り
組
み
、
今
年
度

中
に
福
祉
避
難
所
を

位
置
づ
け
る
。

ま
た
、
登
録
に
つ

い
て
は
、
本
人
の
意

思
が
最
も
重
要
で
あ

る
が
、
避
難
支
援
の

プ
ラ
ン
の
中
で
構
築

し
て
い
く
。
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ポ
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モ
デ
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市長

林
連
携
を
図
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電
機
、
自
動

車
等
輸
出
産
業
が

国
内
生
産
さ
れ
て

い
た
と
き
は
市
内

山
間
部
に
ま
で
、

そ
れ
ら
の
協
力
工

場
が
あ
り
兼
業
農

家
や
跡
取
り
を
支

え
て
き
た
。
今
そ

れ
ら
が
海
外
へ
出
て
地
域
が
不

況
に
な
っ
て
い
る
。

「
福
祉
の
源
泉
は
労
働
か
ら
」

と
考
え
る
が
市
内
の
企
業
に
支

援
を
進
め
、
地
域
と
の
交
流
を

深
め
る
こ
と
で
活
性
化
、
雇
用

に
つ
な
が
る
の
で
は
。

　

雇
用
の
確
保
、
経
済
の

振
興
の
目
的
で
条
例
を
制
定
し

企
業
誘
致
に
努
め
た
こ
と
で
多

く
の
優
良
企
業
に
来
て
い
た
だ

け
た
。
こ
れ
か
ら
も
企
業
ニ
ー

ズ
を
踏
ま
え
連
携
す
る
中
で
、

雇
用
促
進
に
努
め
て
い
く
。

　

12
月
に
な
る
と
講
演
会
、

街
頭
活
動
な
ど
さ
れ
て
い
る
が

差
別
事
象
は
起
き

て
い
る
。
こ
れ
ら

は
、
心
の
貧
し
さ

が
引
き
起
こ
す
事

件
で
あ
る
。
解
消

に
向
け
て
の
考
え

は
。

　

毎
年
人
権
講
座
、
研

修
を
実
施
し
て
い
る
が
受
講
者

数
は
留
ま
る
実
態
で
あ
る
。

今
の
事
業
効
果
を
検
討

し
、
よ
り
効
果
的
な
人
権
教
育

を
す
す
め
る
。

　

盛
り
上
が
り
に
欠
け
た
国

民
文
化
祭
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ

ら
を
今
後
ど
う
生
か
す
の
か
。

　

延
べ
１
万
１
０
０
０
人

の
来
場
者
と
４
０
０
０
人
の
参

加
が
あ
っ
た
。

も
の
づ
く
り
の
ま
ち
南
丹

を
引
き
継
ぎ
た
い
。

　

小
中
学
生
に
、
も
の

づ
く
り
の
大
切
さ
を
教
え
て
い

く
。　

福
祉
避
難
所
の
指
定
を

防
災
対
策
の
取
り
組
み
は

教
育
環
境
整
備
の
現
状
は
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人
権
教
育
の
マ
ン
ネ
リ
化
は

女
性
組
織
へ
の
支
援
は

危
機
管
理
体
制
の
充
実
を

国
民
文
化
祭
の
総
括
は




